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テストレットモデルに基づく適応型テストシステム

石塚智一＊
前川　眞一淋

菊地賢一＊＊＊

中畝菜穂子＊

内田　照久＊＊＊＊

要　　約

　テストレットモデルに基づく適応型のCBT（Computer　Based　Testing）システムを構築

し，その性能を2つの方法で評価した．第1は実受験者の解答パタンに基づくもの，第2

は正規乱数によって発生した受験者の能力値に基づくものである．第1，第2の方法を通

じて真の能力値と推定された能力値の問に高い相関が見られたので，システムはほぼ期待

通りに働くことが確認された、

亙　はじめに1

　被験者の反応によって次に出題される問題が異

な・る，枝分かれテスティング（Br蹴ched　Testing），

．プログラム・テステイング（ProgrammedTesting〉

の試みは，1960年代にも行われているが（Li璽聾，

監ock，and　Clearyl　l969），これを項目反応理論

（亘temResponseT軸ory）と結びつけたのは恐らく

Lord（1970）が初めであろう、被験者が答えた項目

に依存せずにその能力の推定を可能とする項目反

応理論は，その後適応型テスト（AdaptiveTesti璽9）

システムとは不可分のものとなる．．

　一方，WaiRerandKiely（1987）は，CBTにおけ

る適応形テストの文脈から，幾つかの項目を一塊の

項目群として捉えることの利点を論じ，これをテス

トレット（Testlet）と呼んだ、彼等は，テストレッ

トのタイプとして，階層型テストレット（Hierarc臨

cal　Tes“et），線型テストレット（Linear　Testlet），

及びその混合型について論じた。

　大問形式の問題や長文読解のように1つの長文

に幾つかの設問が付属する形式の問題では，設問

問の共分散に，受験者の能力を反映した共分散の他

に，大問の出題範囲や長文のトピックなどに由来す

る共分散が混じり，設問間に局所独立性を仮定する

ことができない．このようなテストに局所独立性

を仮定する項目反応理論のモデルを当てはめると

能力推定の標準誤差が過小に評価される（T：hissen，

Stei豊bergりa撮Moonyl1989）．

　テストレットの考え方では，テストレ，ット内の

設問間に局所独立性を仮定しなくても，テストレッ

トの問に局所独立性が仮定できれば項目パラメタ
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や受験者の能力の推定が可能となる（Wainer　a翻

Kiely，1987）、Rosenbau．m（1988）はテストレット

が局所独立になる条件について議論している、

　我が国の試験は大問形式で出題されることが多

い、そこで，その大問を1つのテストレットと考

えれば，これは彼等のいう線型テストレットに当

たるものと考えられる．石塚他（2001）はこれを我

が国の英語の試験問題に当てはめ，その性質を評

価した．

　石塚他（2001）は英語の出題の内，設問間に局所

独立性を仮定できない大問については，それをテス

トレットと考え，その大問への正答数を以ってテス

トレットの得点とした．こうして，各テストレッ

トは，そこに含まれる設問数＋1の得点段階を持つ

ことになる．このようなテストレットの反応モデ

ルとしてはGraded　Respo鵬e　Mode1（Samelima，

1969，1972）が相応しいと考えた．

　我が国の試験作成が大問形式に依存する限り，

適応型CBTシステムもこれに対応したものを用

意する必要がある．石塚他（2002）はテストレット

モデルに基づく適応型CBTシステムの構築を試

み，その評価を行っている．本稿は石塚他（2002）

を基に幾つかの改善を試みたものである、

2準　　備

　アルゴリズムの記述に立ち入る前に，必要と

なるテストレット反応モデル（Testlet　Response

Mode！）の概念を幾つか定義しておく、

テストレット応答関数（Tes危豊et　Respo鵬e　Fu鵬一

櫨鍵）

　Graded　Respo豊se　Moddのテストレット応答関

数は以下の式で与えられる。ここで，乃κ（θ）は特

定のθを持つ受験者がゴ番目のテストレットでん

点を獲得する確率を示す、すなわち，ゴ番目のテ

ストレットに含まれる項目数を隅で表して

　　　　　　　　　1殊（θ）＝1＋eXp卜Pαブ（θ一bブκ）i

ここで，砺は項目識別力に相当するパラメタ，媒

はゴ番目のテストレットにおける焉番目のカテゴ

リの困難度を定めるパラメタである．また，Dは

ロジスティック関数を累積正規曲線に近似させる

ための定数で1）＝L7である．

テストレット情報関数（Tes萌et互鷺衡r膿＆韻繰

F鵬c翻on）

　テストレット情報関数は受験者の能力値θにお

けるテストレットの測定精度を表すもので，以下

のように与えられる．

　　　ルフ
1プ（θ）一Σ且凶（θ）

　　　ん＝0

ただし

碗θ）一P2α1

　媒（θ）［1一殊（θ）卜殊＋、（θ）［1ぞ姦＋、（θ）1｝2

職（θ）

乃κ（θ）一殊（θ）一殊＋、（θ），ん一〇，1，…，鵬ブ

でここ

瑞（θ）一1

導mゴ＋ユ（θ）一〇

および

反応パタンの尤度（盤ke璽亜⑪o唖oぜResponse

Pa臆e膿）

舌回目の試行までの反応パタン称の尤度は

L岡θ卜罵一、聾匙。［職（θ）樫

で与えられる。U魂はゴ番目のテストレットにお

いて，得点がんであれば1，それ以外であれば0を

取る関数である．

能力の事後分布の期待値（EA恥Expected＆
Pos愈er量磁）

　舌試行後の能力の事後分布の期待値は

　　ワ
　　ΣXl五（Xz例Xl）

　　z＝1θ孟＝

　　　ワ
　　ΣL（Xl）w（Xl）

　　　1＝ユ

で与えられる．これは，θの事前分布を眠θ）とし

て得られる事後分布の期待値

　　　　　　1θ孟＝　。o　　　　　　　×
　　必　　　　L（剛θ）畷θ）dθ

　　　　
　　　／ン（騒1θ岬θ
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の積分を数値積分で置き換えたものである、また，

Xlは数値積分のための分点で，W（Xz）はXzにお

ける重みである．ここでは，一3から＋3までの間

に61の分点を設け，重みは標準正規分布における

各分点の密度を，その和が1となるように規準化

して用いている．

事後分布の標準偏差（IPSD霧Poster沁r　S論翻＆雌

Dev量翻磯）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男

PSP（θ）オ＝

Σ（Xl一碑）2L（Xl）W（Xz）

z＝1

ワ

ΣL（Xl）w（Xl）

z＝1

これも事後分散

　　　　　　　　　1
　　P’v＿　　　　　　　　　　　×
　　　　　疋酬θ峨θ

　　　　　　疋（θ一碑）2堀1θ峨θ

の積分を数値積分で置き換え，平方根をとったも

のである、

3　システムの概要

3．豆　項目プール

　項目プールは平成12年度に実施された大学入試

センター試験の英語の出題をテストレット化した

もの（石塚他，2001）を利用する、この理由は，す

でに実受験者の解答パタンや能力の推定値が存在

しているので，システムの評価に当たって都合が

良いと考えられるからである、

　一方，このデータは29個のみのテストレットか

らなるので，項目プールとしてはあまりに小さく，

別の観点からは不都合がある、そこで，400個の

大きさと800個の大きさめ項目プールを一定の基

準に基づいて確率的に生成した、このための基準

や，項目プール生成のアルゴリズムについては後

述する．

トレットの選択方略としては，PSDの期待値を最

小とするようなテストレットを選ぶのが能力のベ

イズ的推定法と整合的だが，PSDは受験者の解答

が与えられてはじめて得られるものである、受験

者の解答と能力推定値が得られる度に項目プール

を検索するのは効率が悪い．PSDの期待値を最小

にするテストレットを選ぶことと，受験者の能力値

における情報量を最大にするテストレットを選ぶ

ことは，ほぼ同じ意味をもっている、そこで，試験

の開始前に値が得られる情報量を利用して以下の

ような便法を用意する．まず，能力尺度の一4から

＋4の問を81の能力段階に量子化する．次に，各

能力段階毎にプールに存在する全てのテストレッ

トの情報量を計算し，予め情報量の大きい順に並

べ替えた表を作っておく、これを情報量表と呼ぶ

（図1）．θ舌が得られたならば，情報量表において

θ元に最も近い能力段階に当たる行から，未使用テ

ストレットを情報量の大きい順に選んで提示する。

3．3　ストッピングルール

　各受験者の能力推定は，PSDがO．3162を下回る

か，項目プールの底をついた時に終了する．PSD

の0．3162とは，そこでの情報量が10となる値で，

信頼性にして0．9に当たる精度である（丁髄ss磁and

Mislevyラ2000）、

3、4　アルゴリズム

0．θ1＝0とする、

L情報量表を用いてにおいてθオ情報量が最大と

　なる未使用テストレットを選択する、

2．受験者の解答を得る（実験1では実受験者の解

　答を，実験IIではテストレット応答モデルに

　基づいて確率的に生成した解答を利用する）、

3．θオ＋1およびPSDを計算する．

4．PSDが0．3162より小さいか項目プールの終

　わりとなればその受験者を終了し，次の受験

　者にすすむ．そうでなければ，孟＝元＋1とし

　て2．へ戻る、

5．以上を受験者の数だけ繰り返す、

3、2　テストレットの選択

　受験者の能力の推定値においてその能力値にとっ

て最適なテストレットを選択して提示できること

が適応型テストのセールスポイントである．テス
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表1項目プールのパラメタ（実験1〉＊

項目　大きさ

　
8
3
9
8
3
6
8
7
4
4
6
7
0
9
7
3
9
3
0
2
1
7
0
0
5
4
8
1
6

　
8
2
4
9
9
5
4
0
9
4
6
9
8
0
9
6
4
2
2
6
5
3
7
8
5
9
9
3
5

α
2
5
5
4
2
5
3
4
4
3
8
4
7
3
4
0
4
3
6
6
7
9
1
8
5
5
7
9
0

　
0
0
0
0
0
0
0
（
U
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
（
U
O
G
O
O
O
O
O
－

δ1

26
ゐ3

4
ゐ ゐ5 ゐ6　　67　　δ8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

！
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T

2
2
3
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
2
2
6
6
9

欝
鎌
謝
聯
課
灘
薙
鰍
瓢
騰
謝
鵬
認
鎧
聯
鵜

Z
盛
L
2
9
。
L
L
生
0
。
α
L
L
L
α
L
憩
L
α
鼠
鼠
L
亀
鼠
L
α
L
2
3
。
a

一
　
『
　
一
　
｝
　
一
　
［
　
　
一
　
［
　
一
　
【
　
一
　
一
　
｝
　
一
　
　
【
　
『
　
一
　
一
　
『
　
｝
　
　
一
　
｝
　
【
　
｝
　
「
　
一

0．930

一2。401　　　1。723

一〇．184

一1．152

－2．428

－2．656

一〔）．103

－1．494

－1．822

0．917　　　2．16〔）

一〇．5gg　　　o．501

－1．155　　一〔）．575　　0．013　　0．708　　1．625

＊表1の内容は石塚他（2001）より転載

表21P29の結果
4　実受験者の解答を用いたシステムの評価
　　（実験豆）

4、1　受験者

変数　　観測数　　平均　標準偏差　最小値　最大値

試行数　　1002　29．000

PSD　　　lOO2　　〔）．381

能力値　　1002　0．000

推定値　　1002　－0．362

〔）．000　　29．000　　29．〔）00

0、〔）42　　　0．287　　　〔）．532

1．000　　－2、606　　　2．970

0．948　　－2．597　　　2．307

　平成12年度に英語を受験した者から無作為に

1002名を選んだ．外国語の成績ファイルからサン

プリングを行ったため，英語以外の科目の受験生

がサンプルに混じることを心配して2名分余計に

サンプリングしたが，結局選ばれたのが全て英語

の受験者であったので2名の端数が生じた、

4．2　項目プール

　この年度の出題をテストレット化したものを項

目プールとする、実際の出題とテストレットの対

能力値と推定値の相関0。999

応は石塚他（2001）に詳しく掲載されているが，プー

ルの中のテストレットのパラメタを表1に示す。ま

た，このプールから作成した情報量表を表2に示

す、このプールをIP29と呼ぶことにする．

　このプールは29個のテストレットのみを含み，

項目プールとしては満足できないほど小さいので，

同じテストレットをそれぞれ2個ずつ含むプール

（夏P58），3個ずつ含むプール（IP87），4個ずつ含

むプール（狸！16）も構成した．
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4．3　受験者のグループ化

　石塚他（2002）では，IP58，亙P87，狸116で同じ

問題が繰り返し提示されたとき，同じ解答を繰り

返すデザインが採用されたが，ここでは受験者を

80の能力群に分類し，繰り返しの提示に対しては

同じ群に属する異なる受験者の解答パタンを採用

することで，同じ問題に同じ解答が繰り返される

ことを避けようとした、

　受験者の分類は，1002名の受験者を能力の高い

順に並べ，上から順に！2名あるいは13名の受験

者を選んで1群とした、具体的には，奇数番目の

能力群には13名を割り当て，偶数番目の能力群に

は12名を割り当てた、最後の第80群には残りの

！4名を割り当てた、

4．4　結　　果

　実験亘の結果を表2から表5に示す．P29では

予想どおり項目プールの底をつくまでに試験を終

了する受験者はいなかった、これは，PARSCALE

（Muraki継d　Bock，1996）による能力の推定におい

ても，全て（1002人）の受験者のPSDが0．3162以

表31P58の結果
変数　　観測数　　平均　標準偏差　最小値　最大値

試行数　　1002　25．740　　15．130　5．000　58．000

PSD　　　1002　　0．320

能力値　　1002　0．000

推定値　　1002　－0．370

0．〔）18　　　〔）．289　　　〔）．422

1．0〔）O　　－2．6〔）6　　　2．970

1．014　　－2．674　　　2．599

上であったので当然の結果である．これは，元々

この試験に含まれる項目の識別力がそれほど高く

ないことにも起因する．

　このプールの結果の特徴は，能力の推定値と本

来の能力値（PARSCALEで推定したもの．この値

自体推定値であるが，ここでは当面興味の対象と

なっているCBTシステムの外部で決まったもの

ということで本来という言葉を用いる）との一致

の程度が高いことである．全く同じテストレット

に全く同様に解答しているので完全に一致するは

ずであるが，PARSCALEの能力値が1002人の集

団で推定された項目パラメタを用いたものである

のに対し，CBTでは石塚他（2001）で推定されたも

のをプールのパラメタとしているので微妙にずれ

ている．その結果，本来の推定時には全員0．3162

以上のPSDであったが，それを下回る受験者も生

じている．

　それでも，相関係数にして0．999というのは良い

一致と言えよう、両者の散布図を図2に示す、散

布図をみると，受験者の能力は本来の能力より低

めに推定されるようである．これは，本来の能力

値とここで言っているものが，この1002名の集団

を対象にPARSCALEでパラメタを推定し，この

集団において平均0，標準偏差1に規準化したも

のであるのに対し，能力の推定値はCBTのパラ

メタを利用して推定されたものであることによる

と思われる、CBTのパラメタを推定した集団が5

教科受験者の集団で学力の高い集団であったのに

能力値と推定値の相関0．986

表41P87の結果
変数　　観測数　　平均　標準偏差　最小値　最大値

試行数　　1002　18．277　16．221　7．00087．000

PSD　　　1002　　0．313

能力値　　1002　0．000
推定イ直　　　1002　－0．375

0．006　　　0．301　　　0．385

1．000　　－2．606　　　2。970

1．043　　－2．608　　　2．595

能力値と推定値の相関0．971

表51Pll6の結果
変数　　観測数　　平均　標準偏差　最小値　　最大値

試行数　　1002　13．814　　8．997　7．0001！6．000

PSD　　　1002　　0．312

能力値　　1002　0．000
才佳定イ直　　　1〔）02　一〔）．371

0．003　　　0．302　　　　0。316

1．000　　－2．606　　　　2．970

！．058　　－2．588　　　　2．584

4

♂

2 爵

推

定

値．4 一2 2 4

一2

謬
鞠

一4

能力値

能力値と推定値の相関0．963 図2　能力値と推定値の散布図（IP29）



テストレットモデルに基づく適応型テストシステム 7

対して，今回利用した1002名が全英語受験者から

の無作為標本であるため，学力の高い集団で規準

化された尺度に合わせると低めになるのだろう。

　同じテ入トレットを2個ずつ含む互P58になる

と，プールの底まで行きつく受験者は相変わらず

多いものの，一番早いもので7回というように，

途中で試験を終了する受験者も出始める（能力値が

中程度以下の者が多い）、これは，プールの大きさ

が2倍になった効果で，情報量表の始めの方に情

報量の大きいテストレットが集まった結果である。

すなわち，受験者はその能力値で情報量の大きい

テストレットに2回反応をするので，見かけの精

度が向上してくる．一方，元の29個のテストレッ

トの全てに答えることにはならないので，CBTに

よる能力推定値は29個のテストレットで推定した

本来の能力値から乖離し始める。この傾向は能力

値の低い部分で大きいようだ（図3）、相関係数も

0．986に下がる、

　IP58で生じた効果は，IP87，IP116でさらに強

まり，最小で7回，平均でも14回で試験を終了す

るようになる（互P116）、一方，プールの底まで到達

してしまう者も相変わらず存在する．しかし，標

準偏差の動向からみると，IPll6では長く掛かっ

たり，プールの底まで到達してしまう受験者の数

は少ない。

　今回の結果は，試験に掛かる回数が石塚他（2002）

に比べて若干多めになっているが，能力推定値の平

均や標準偏差はよく似た傾向を示している．大き

な違いは相関の低下の仕方である．石塚他（2002）

ではIP58，IP87，IPll6と進むにつれて，IP29で

は0．999あった相関が0．971，0．922，0．879と低下

したが，今回は0．986，0．971，0．963とその低下の

仕方が小さい、一見同じ解答を繰り返す方が相関

が高くなるように思われるが，早く試験を終える

受験者は29個のテストレット全てに答えていない

ことを考慮する必要がある．同じ解答を繰り返し

て早く試験を終えるのではなく，同じ能力群に属

する異なる受験者の反応を利用したことで，1回

か2回解答が余計に掛かり，その結果本来の能力

との一致がよくなったものと考えられる．
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5．4　解答の生成

5　確率的に生成された項目プールを用いた

　システムの評価（実験簸）

5．豆　項目プールの生成

　4章で用いた項目プールは，たとえ大きさを大き

くしても同じテストレットの繰り返しになるため，

その大きさには限界がある．そこでテストレット

を確率的に発生させて項目プールを生成すること

にした、このとき識別力の高い（0．5～1．5）テスト

レットを含むプールと，比較的低い（0．1～L1）テス

トレットを含むプールを生成することとし，それ

ぞれを2例ずつ，また，プールの大きさも400と

800で比べてみることとした、こうして

　大きさ400のプール

　識別力の高いもの（IP400，IP401）

　識別力の低いもの（IP402，IP403）

　大きさ800のプール

　識別力の高いもの（IP800，亙P801）

　識別力の低いもの（P802，互P803）

計8つの項目プールを生成した．

　受験者の能力値とテストレット応答関数から各

カテゴリの応答確率を計算し，1～0の一様乱数を

利用して解答を生成する．

5．5結　　果

　実験Hの結果を表6から表13に示す、識別力

の高いテストレットでプールを構成したIP400と

IP401では平均5．5回程度，最大でも11回程度で

試験を終了する．これは一見少ないようだが，1つ

のテストレットが平均5．5個の小間を含むので，平

均的な受験者としては，6問程度の大間を含む試

験を受験したことに相当する．

　識別力の低いテストレットから構成した亙P402

とIP403では平均で9問程度，最大で15問程度

表61P400の結果
変数　　観測数　　平均　標準偏差　最小値　最大値

試行数　　1002　5．449

PSD　　　1〔）02　　0．301

能力値　　1002　－0．031

推定イ直　　　1〔）02　－0．020

〔）．905　　　4．〔）0〔）　　1！、000

0．010　　　0．250　　　0．316

〔）．995　　－2．960　　　2．744

0．949　　－2．624　　　2．716

5、2　項目プール生成のアルゴリズム

能力値と推定値の相関0．956

表71P401の結果

Lテストレットの大きさの決定

　1～0の一様乱数を十倍して整数化し，それが

　2～9の範囲に収まるものを採用する、

2．識別力の決定

　1～0の一様乱数に0．5（高識別力条件）もしく

　は0．1（低識別力条件）を加える、

3。困難度の決定

　ゐ1をN（0，1）の乱数から生成．テストレットの

　大きさが2の場合は生成された困難度を採用す

　る、テストレットの大きさが3以上の場合は負

　の61が得られるまで乱数を取り続ける、o．5～

　1の間の一様乱数dを発生させ，砿＋1二砺＋d

　とする．ゐ婦が4を越えるときはゐ1を取り

　直す。

変数　　観測数　　平均　標準偏差　最小値　最大値

試行数　　1002　5．538

PSD　　　10〔）2　0．301

能力値　　1002　0。008

推定値　　1002　0．021

〔）．871　　　3．（〕00　　1〔）．000

0．009　　　0．260　　　0．316

1．023　　－4．273　　3．420

0．961　　－2．615　　　2．724

能力値と推定値の相関0．954

表81P402の結果
変数　　観測数　　平均　標準偏差　最小値　最大値

試行数　　1002　9。358

PSD　　　1002　〔）．308

能力値　　1002　0．008

推定イ直　　　1002　〔）．013

1．389　　　4．GO〔）　15。0〔）（）

0．006　　　〔）．290　　　0．316

1．015　　－3．259　　　3．151

0．960　　一一2．603　　　2．675

能力値と推定値の相関0．954

表91P403の結果

5．3　受験者の生成

変数　　観測数　　平均　標準偏差　最小値　最大値

　実験1の場合と異なり実受験者がいないので，受

験者の能力値をN（0，1）の乱数から生成する．

試行数　　1002　9．314

PSD　　　1002　　0．307

能力値　　1002　－0．038

推定値　　1002　－0．036

1．281　　　5．0〔）0　　14．0〔）0

0．006　　　0．295　　　0。316

0．967　　－2．988　　　3．226

〔）．915　　一一2．637　　　2．569

能力値と推定値の相関0．950
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表101P800の結果

変数　　観測数　　平均　標準偏差　最小値　最大値

試行数　　1002　5．470

PSD　　　1002　　0．301

能力値　　1002　－0．038

推定値　　1002－0．028

0．931　　　4．000　　　9．000

0．009　　　0．269　　　0．316

0。997　　－3．264　　　3．144

〔）．943　　＿2。614　　　2．621

能力値と推定値の相関0．956

表111P801の結果

変数　　観測数　平均　標準偏差　最小値　最大値

試行数　　1002　5．479

PSD　　　1（）〔）2　0．300

能力値　　1002　0．027

推定値　　1002　0。033

0。867　　　4．000　　　9．0〔）〔）

0．010　　　　〔）．278　　　〔）．316

1．023　　－3．49！　　3．151

（》．968　　－2。599　　　2．659

能力値と推定値の相関0．955

表121P802の結果
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試行数　10029．221
PSD　　　1002　0．307
能力値　　1002　0．022

推定イ直　　　1002　0．026

1．264　　　4．000　　14．〔）00

0．006　　　0．292　　　0．316

1．024　　－3．143　　　3．122

〔）．965　　－2．587　　　2．629

能力値と推定値の相関0．952

表131P803の結果

変数　　観測数　　平均　標準偏差　最小値　最大値

試行数　　1002　9．231

PSD　　　10〔）2　　0．307

能力値　　1002　－0．0難

推定値　　1002　－0．006

1．24〔）　　　5．000　　14．〔）〔）〔）

0．006　　　〔）．271　　〔）．316

1．016　　－3．399　　　2．9（｝5

0．956　　－2．600　　　2．646

能力値と推定値の相関0．952

を要している、一方，相関係数はあまり変わらず，

0．95程度である．古典的テスト理論にならって測

定値と真値の問の相関係数の二乗をもって信頼性

の指標と考えれば，0．95の二乗は0．9025なので，

PSD　O．3162を試験終了の目安とすることで担保し

ようとした精度が保たれていることが分かる、一

方，標準偏差や範囲に着目すると，推定値の散ら

ばりは本来の能力値の散らばりよりも小さめにな

る傾向が見受けられる。その理由は不明だが，実

受験者の解答を利用した実験豆ではなかったこと

である。理論的な考察を必要としよう．

　プールの大きさを2倍にした亙P800から亙P803

の結果もほぼ同様で，400もあれば，測定の見地か

ら言ってプールを大きくする効果はあまりないよ

うだ．勿論，セキュリティの見地から言えば，プー

ルは大きいに越したことはない．ただ，システム
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の立ち上げ時に，最低限どの程度の大きさのプー

ルを用意する必要があるのかを明らかにするため

に，今後はより小さいプールを構成して実験して

行くことも意昧があるだろう、

㊨　おわりに

　実受験者が存在する項目プール（実験1）と仮想的

な項目プール（実験II）によってCBTシステムの

評価を試みた、実験HによればCBTシステムは

ほぼ期待通りに動くように思われる。ただ，プー

ルも解答も確率的に発生させる実験IIはご都合主

義の感を免れない．是非とも実受験者の存在する
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Abstract 

A computerized adaptive testing system which is based on testlet response model was 

developed. 

The system was evaluated through two procedures: one using real examinee' s response 

patterns, and the other using generated ability scores. 

Very high correlations between the true abilities and the estimated abilities were found 

through the first evaluation, and, through the latter procedure, it was confirmed that the 

system works fairy well. 
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